


【著作権について】

当電子書籍および音声教材は著作法で保護されている著作物です。

使用に関しましては以下の点にご注意ください。

①

当電子書籍および音声教材の著作権は作者である株式会社木暮太一事務所にあります。 著作権者の書面による事前許可なく、

本教材の一部、または全部をインターネット上に公開すること、およびオークションサイトなどで転売することを禁じます。

②当電子書籍および音声教材の一部、または全部をあらゆるデータの蓄積手段（印刷物、電子ファイル、 DVD、およびその他電

子メディア）により複製、流用および転載することを禁じます。

【使用権許諾契約書】

本契約は、本教材をダウンロードした法人・個人（以下、甲とする）と作者（以下、乙とする）との間で合意した契約です。本教材を甲

が受け取ることにより、甲はこの契約に同意したことになります。

第１条　本契約の目的

乙が著作権を有する本教材に含まれる情報を、本契約に基づき甲が非独占的に使用する権利を承諾するものです。

第２条　禁止事項（第三者への公開の禁止）

本教材に含まれる情報は、著作権法によって保護されています。甲は本教材から得た情報を、乙の書面による事前許可を得ずし

て出版・講演活動および電子メディアによる配信等により、いかなる第三者にも公開することを禁じます。

第３条　契約の解除

甲が本契約に違反したと乙が判断した場合には、乙は使用権許諾契約を解除することができるものとします。

第４条　損害賠償

甲が本契約の第２条に違反した場合、本契約の解除に関わらず、甲は乙に対し違約金として、違約件数と販売価格を乗じた金額

を支払うものとします。

※当電子書籍は音声教材「出版オーディオセミナー」の概要を記載したものです。 

   書き込みテキストとしてご利用いただけます。学びをさらに深めていくためにお役立てください。
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出版オーディオセミナー⑤

私のコンテンツは、どんな本になる？　～「切り口」と「軸」を定めるために

著者の心得とマナー

●引用、参考文献を取り入れる際のマナー

●出版するとき、著者の意向はどの程度反映されるのか

●読者から「これはどういうことですか？」と言われないために　～タイトルを決めるときのルール

●著者としての心構え

（ワーク）

あなたは、なんのためにその言葉を伝えたいのか？
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